
 

 

 

 

 
体験を通して大きく成長を。夏休み有意義な４４日間に 

校長 小宮俊彦 

 

 ６月の中旬としては、まだまだ早すぎる猛暑日が続きました。そのため熱中症指数が高く、水

泳学習が中止になるなど、近年学校行事を進めるに当たっては、天候に影響されることが多く

なりました。 

６月１４日の学習参観には、多くの保護者の方が来てくださり、ありがとうございました。緊張

気味の子どもたちではありましたが、学習に取り組む姿の一端をご理解いただけたことと思い

ます。また、６月２４日に開催した学校評議員会では、地域の方々にも普段の学習の様子を参

観していただき、落ち着いた学習の様子を高く評価していただきました。また６月２５日には、４

年１組の児童が、美浜文化ホールで行われた、千葉市小学校音楽発表会に学校代表として参

加してきました。運動会後の短い練習期間でしたが、きれいなハーモニーを会場に響かせてき

ました。 

さて、私が朝日ケ丘小学校に赴任し、子供たちの日常の様子から、相手の話をしっかりと聞

くことができる児童が多いと感じています。授業中はもちろんのこと、下学年の児童から、長い

時間話し手のほうをきちんと向き、集中して聞いている様子がうかがえます。当たり前のことな

のですが、小学生にとってはなかなかできないことです。これまでの私の経験では、家庭の教

育力の高さからくるのではないかと強く感じています。 

学習へ向かう姿勢をしっかりともっている子供たちですから、未来を拓く力をもつ子の育成

を全教職員で共通理解し、子供たちの指導支援に取り組み、より良き成長を図っていきたいと

思います。 

残すところあと２週間で夏休みになります。夏休みは多くの体験を通して、たくましく成長して

くれることを願っています。引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いします。  

                                                                                                                                                                  

 

※学年・学級の実態に合わせて、児童一人一人が自分の課題として取り組めるよう、具

体的な目標を設定して取り組みます。 

 

あ さ ひ
朝日ケ丘小学校 

令和７年 ７月 吉日 

学 校 だ よ り 

７月の生活目標    上学年「思いやりの心を伝えよう」 

       下学年「ふわふわ言葉で友だちをたくさんつくろう」 


